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商業施設等を交通拠点に 

～ 交通施策の立案を支援！交通拠点の設定方法等を解説 ～ 
 
国土交通省では、地方公共団体における交通施策の立案支援を目的に、日常生活にお

いて不特定多数の人々が利用する商業施設や病院等を交通拠点に据えた交通ネットワー

クのあり方について検討し、まとめました。 
 
○ 国土交通省では、地域のモビリティ（移動の利便性）の確保に向けた取組を支援する

施策を推進しており、その一環として、これまで数次にわたり「地域のモビリティ確
保の知恵袋」をとりまとめ、公表してきました。 

 
○ 地方公共団体が地域の交通のあり方を検討するに当たっては、人々の「滞在」と「移

動」を捉えることが重要です。人々が集まる場所と、どこから人々が集まってくるの
かを捉え、多くの人々が滞在する場所を交通拠点とし、人々の移動に合わせた交通サ
ービスの提供ができれば、従来の公共交通利用者に加えて、これまで公共交通を利用
してこなかった人々を取り込める可能性があると考えています。 

 
○ 近年、情報通信技術の発展に伴い、人々の滞在と移動がビッグデータとして収集され、

その活用によって人々の滞在と移動を捉えることが可能となってきています。 
 
○ そこで、今年度は、地方公共団体における交通施策の立案支援を目的に、人々の滞在

と移動に着目し、ビッグデータを活用した滞在と移動の分析手法のほか、人々が滞在
する場所を交通拠点とし、交通拠点を核とした交通ネットワークのあり方等の検討手
法を、「地域のモビリティ確保の知恵袋 2018」としてまとめました。 

 

⇒交通拠点を核とする現状の交通ネット
ワークの需給バランスを評価し、評価
結果の活用によるネットワークの再編
の方向性を検討

公共交通の運
行は多いが、
移動そのもの
が少ない

移動は多いが公共
交通の運行が少な
く、自家用車によ
る移動が多い

利用の多い施設等
(商業施設、病院等)

異なる交通モー
ドの結節点であ
るため各方面か
らの路線が重複

利用の多い施設等
を交通拠点化

運行の簡素化と
乗継を考慮した
ダイヤ編成

移動状況から既存ネット
ワークを評価、見直し

目指す交通ネットワーク

交通拠点に関する検討

交通拠点を核としたネットワーク
あり方に関する検討

⇒住民の滞在・移動状況の分析等から、
交通拠点にふさわしい施設・エリアの
選定方法と、施設に求められる機能
の検討方法を整理

 
 
※1「地域のモビリティ確保の知恵袋 2018」は国土交通省ホームページに掲載しています。 
  http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_tk_000044.html 

※2 過去の「地域のモビリティ確保の知恵袋」も国土交通省ホームページに掲載しています。 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000001.html 

※3 ご要望に応じて出前講座を実施します。 
ご希望の場合は以下 URL から申し込み下さい。講座名は、「地域のモビリティ確保」です。 
http://www.mlit.go.jp/delivery_lecture/delivery_lecture.html 

 

＜問い合わせ先＞   

総合政策局総務課(総合交通体系担当) 酒井 

代表：03-5253-8111（内線 53-113） 直通：03-5253-8795、ＦＡＸ：03-5253-1675 


